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感染症定期報告の報告状況   



感染症定期報告の報告状況（医療機器 2007／4／1～2007／9／30）  

概要  報告者名  

日本メドトロニック  ブタ心臓弁  
人工血管付ブタ心臓弁  

弁 ブタ大動脈  

弁及び大動 脈基部  

米国  ブタ心臓  
Ⅰ∨型HEVについてヒトとフタ宿王との関係を調べるた  

め、各々のウイルス保有率およぴウイルスの遺伝的  
性質を調べ、また養豚場と感染のリスクとの関係を  
評価した。中国東部の2つの養豚地区では、ブタ  
9．6％、健常人0．3％、HEV感染患者68．8％が大便中に  
HEVを排出していた。循環しているHEVJV型サブグ  
ループのうち2つがブタとヒトで共通していた。養豚従  
事者は他の職業のヒトより感染リスクが74％高く、養  

豚場の下流の住民は上流の住民より感染リスクが  
29％高かった。Ⅰ∨型HEVはブタからヒトヘ自由に感染  

すると考えられる。  

2006；193：1643－  JInfectDis  1649  株式会社   

HEV  

日本内科学会雑  北海道北見市で、2003年9月から2005年3月の間に5  
例のE型肝炎症例を経験した。発症例は45～65歳  
で、いずれも海外渡航歴はなかった。遺伝子型は全  
例4型であった。全例発症2～7週前に豚レバーない  

し豚ホルモンを摂取していた。感染予防のために、十  
分な加熱調理と調理器具や手指などの消毒・洗浄が  
重要である。  

誌 2006：95：  
2295－2297  

レンサ球菌  
感染  

2005年7－8月に中国四川省で発生した  
Streptococcussuisserotype2（SS2）感染のアウトブ  
レイクについて調べた。99の分離株のうち97抹が  
シークエンスタイプ7（STr7）であった。ST－7分離株は  
Sト1株に比べて末梢血単核球に対する毒性が強  

かった。  

2006こ12：1203－  EmergInfectDis  1208  

インフルエン ザ  
EmerglnfectDis  

2006；12：787－  

794  

米国Michiganでウイルス性肺炎で死l＝したフタの肺  

組織から得られた分離株およぴIndianaで咳、呼吸困  

難、嗜眠を呈したブタの鼻汁から得られた分離株は  
新規のH3Nl型ブタインフルエンザウイルス（SIV）で  

あった。系統遺伝学的分析の結果、H3N2七面鳥由  
来のヘマグルチニン遺伝子、ヒトHINl分離株由来の  
ノイラミニダーゼ遺伝子、およぴSIV由来の残りの遺  
伝子を獲得していることが明らかとなった。   

1／18ページ  

√ て  



概要  
感染症くPT）  

鳥インフルエ ンザ  

一般名  報告者名   

2004年初頭、日本で発生した高病原性トリインフル  
エンザで死亡したニワトリから単離された  
A／chicken／Yamaguchi／7／04（H5Nl）ウイルスを、ニワ  
トリ、ウズラ、セキセイインコ、コガモ、マウス、ミニブ  
タに経鼻で接種し、実験的に感染させることにより病  
原性を評価した。このウイルスは調べられた全てのト  
リで高病原性を示し、ニワトリは接種後4日以内に6  
例全て死亡し、ウイルスは呼吸器、肝臓、腎臓、大  
腸、脳から検出されたが、血液からは検出されな  
かった。マウスは感染に感受性はあるが、致死率は  
低かった。  

ArchViro12006：  
151二1267－1279  

インフルエンザパンデミック準備計画はヒトの羅患と  
インフルエン ザ  2006；194：S77－  Jlnfect Dis  81  経済および社会への負の効果を軽減するために重  

要である。CDCはいつ、どこでアウトブレイクが起ころ  

うと迅速、効果的で成功する対策を保証するために  
活動している。戦略的計画に対する内容は季節的イ  
ンフルエンザの経験と過去のインフルエンザパンデ  
ミックに関する知見に基づいている。公衆衛生学的  
観点からはワクチン、抗ウイルス薬、医療品、封じ込  
め、コミュニケーションによる救命に焦点を当てた地  
域から地球レベルまでのネットワークの構築が必要  
である。   
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原  概要  

■■■－－－■●■－■一■●■－－－＝－－－－－■■－t■－－－－－－－－－－－■－－－－－■■■■■－－－■■－－■t■■■■■■－－－－■■●－  

ヘパリン使用人二心肺用  

報告者名  

日本メドトロニック  

受理日  

中国  
78001に同じ  

ブタ腸粘膜   

2006：193：1643－  JInfect Dis  1649  回路システム  
ヘパリン使用大槌動静脈  
カニューレ  
ヘパリン使用人工心肺用  
貯血槽  
ヘパリン使用単回使用遠  
心ポンプ  
ヘパリン使用体外式膜聖  
人工肺  
ヘパリン使用大動脈カ  
ニューレ  

ヘパリン使用大静脈カ  
ニューレ  

人工心肺装置の付属品  
（貯血槽）  

人工心肺装置の付属品  
（心内血貯血槽）  

人工心肺装置の付属品  
（流量測定用コネクター）  

膜聖人工肺  
人工心肺用血液回路  
人工心肺用ポンプ  

株式会社  

78001に同じ  日本内科学会雑  
誌 2006；95：  
2295－2297  

レンサ球菌  
感染  

78001に同じ  

2006：12：1203一  EmergInfectDis  1208  
インフルエン  

ザ   

鳥インフルエ  
ンザ   

インフルエン  

ザ  

78001に同じ  

2006；12：787－  EmerglnfectDis  794  
78001に同じ  ArchVir012006：  

151：1267－1279  

78001に同じ   

2006二194：S77－  JInfect Dis  81  
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生物由来成  分名  

ヘパリン  

概要  
感染症（PT）  

ウイルス感 染  

含有区分  原材料名  

豚小腸粘膜  

原産国  

米国、中 国  
一般名  

膜聖人工肺  
人工心肺装置の付属品  
（心内血吸引貯血槽）  

人工心肺装置の付属品  
（静脈貯血槽）  

人工心肺装置の付属品  
（人工心肺用貯血槽）  

人工心肺装置の付属品  
（人工心肺用気泡除去器）  

人工心肺装置の付属品  
（血液ろ過器）  

滅菌済み心臓用チューブ  
及びカテーテル  
その他の人工肺（ディス  

ポーザブル人工心肺シス  
テム）  

人工心月市用血液回路  
人工心肺用ポンプ  
滅菌済み血管診断用  
チューブ及びカテーテル  
人工心肺装置の付属品  
その他の血液回路（体外  

循環用血液ガス測定用セ  
ル）  

報告者名  
受理日  

2007／04／11   中国Xian農業文化局は2007年1月4日、lフタ高熱  
病」は制圧されたと発表した。この疾病は人獣共通  
病ではなく、国の強制的ワクチン接種リストには含ま  
れていない。影響を受けた村では13420頭中5866頭  
のブタが感染し、2390頭が死亡した。  

mai120070114．018  ProMED－  5  

炭症  ウシ心のう膜弁  ウシ心のう 膜  
膜  ウシ心のう   

米国  エドゥーズライフ  
サイエンス株式会  

社  

オーストラリア北Victoriaで炭症の新規アウトブレイク  

が起こり、乳牛1頭が死亡した。群れの残りはワクチ  

ン接種された。また、34歳の作業員が家畜の死体の  
処分中に炭痘に感染した。一次産業局は家畜の突  

然の、原因不明の死亡についてチェックするよう呼び  
かけている。  

The Austrafian  
2007年2月19日  

ウイルス感 染  
ブタ心臓弁  

米国   
ブタ心臓弁  
人工血管付ブタ心臓弁  
植込み型補助人工心臓シ  
ステム  

ブタ心臓弁  エドワーズライフ  
サイエンス株式会  
社  

の6つの省で、  01E  
http：／／www．oie．in  

t／eng／info／hebd  
O／AIS＿78．HTM＃S  
ec15  

発赤、呼吸促迫を特徴とする疾患でブタが死亡し  
た。調査の結果、古典的ブタ熟、ブタ生殖器および  
呼吸器症候群、ならびにブタサーコウイルスの混合  
感染に関連することが明らかとなった。   
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生物由来成  
分名   

ヘパリンナ  

トリウム  

概要  一般名  

ヘパリン使用中心静脈用  
カテーテルイントロデュー  
サーキット  
ヘパリン使用酸素飽和度  
モニタ付サーモダイリュー  
ション用カテーテル   

報告者名  

ホスピーラ・ジ  
ン株式会社  

腎移植を受けた63歳の女性がメチシリン耐性黄色ブ  
ドウ球菌（MRSA）による心内膜炎で入院した。分離さ  
れた菌は、最近オランダのブタから高い割合で分離  
されたMRSA株であるシークエンス型398であった。こ  

の論文はブタMRSAによる重篤な感染についての最  

初の報告である。オランダ感染防止作業部会はこの  
株の拡大を防ぐため、リスク集団（養豚業者、食肉処  
理場従業員、獣医）が入院する場合にはMRSA保菌  
者でないことが確定するまでは隔離すべきであると、  
ガイドラインの修正を行った。  

豚の腸粘膜  
NedTudschr  
Geneeskd2006こ  

150：2442－2447  

オランダで養豚農家の家族3名、従業員3名およひ楳  
査したブタ10頭中8頭がMRSA陽性であった。分離さ  
れたMRSAはMLSTST398であり、以前フランスのブ  
タおよび養豚農家から分離されているものと同じ型  
であった。ヒトとブタ間のMRSA伝播が明らかになっ  

たが、地域的な問題か新規のMRSA源かを評価する  

ための研究が必要である。  

Ann Clin  
Microbio】  

Antimicrob2006：  
5（26）：ト4  

オランダにおけるHEVの固有の伝播を調べるため、  

血液ドナー50名由来の血清および急性肝炎患者由  
来の血清1027例をHEV特異的IgGおよびIgMについ  
てEUSAでスクリーニングし、イムノブロットで確定し  
た。HEV感染は血液ドナーで0％、患者では4．4％であっ  
た。PCRで確定したHEV患者の89％でオランダブタの  

ウイルス株（遺伝子型3）と関連した配列を検出した。  
原因不明の急性肝炎患者ではHEV検査も行うことを  

推奨する。   

20J）7；14：140－  JViralHepat  146  
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生物由来成  分名   ヘパリンナ トリウム  

概要  
原産国  

中国  

含有区分  
原材料名  

ブタ小腸粘  

膜  

一般名  

旧）滅菌済み中心静脈注  

射用チューブ及びカテー  
テル 新）ヘパリン使用中  

心静脈用カテーテルイント  
ロデューサキット  
旧）滅菌済み血管診断用  

チューブ及びカテーテル  
新）ヘパリン使用医薬品  

投与血管造影用カテーテ  
ル  

旧）その他のチューブ及び  

カテーテルの周辺関連器  
具（カテーテル挿入セット）  

新）ヘパリン使用カテーテ  

ルイントロデューサ  
旧）滅菌済み血管処置用  

チューブ及びカテーテル  
新）ヘパリン使用心臓・中  

心循環系カテーテルガイ  
ドワイヤ ヘパリン使用血  
管用カテーテルガイドワイ  
ヤ  

ヘパリン使用人工心肺用  
回路システム  

ウマ心膜パッチ  

報告者名  受理日   

オランダで養豚農家の芽：族3名、従業員3名およひ横  
重したブタ10頭中8頭がMRSA陽性であった。分離さ  
れたMRSAはMLSTST398であり、以前フランスのブ  
タおよび養豚農家から分離されているものと同じ型  
であった。ヒトとブタ問のMRSA伝播が明らかになっ  

たが、地域的な問題か新規のMRSA源かを評価する  
ための研究が必要である。   

AnrlC暮in  

MicrobioI  
Antimicrob2006；  
5（26）：ト4  

中国  ヘパリン  豚 小腸粘  
膜  

ウマ心のう  
膜  

豚小腸粘膜  

川澄化学工業株 式会社  

米国  
ウマ心のう  
膜  

ヘパリン  

2007／06／12  エドゥーズライフ  ‾‾す‾  
サイエンス株式会 社  

イタリア   ヘパリン使用人二心肺用  
回路システム  

ブタ歯胚組織使用菌周組  
織再生用材料  

ヘパリン使用中心静脈用  
カテーテル  

フォルテグロウメ  

ディカル株式会社  

エナメルマ  
トリックス  
デリバティ  

ブ  

ヘパリン  

幼若ブタの  
歯胚  

ブタ腸粘膜  

会社  

日本シャーウッド  
株式会社  
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出疲  概要  報告者名  

泉工医科工業株  

式会社  

分名∴  

豚小腸粘膜  ヘパリン   アイオワ州東部でブタインフルエンサ陽性患者1例が  

確定された。州当局は警戒の必要はないとしてい  
る。患者は入院せずに回復した。ヒトからヒトヘの感  
染の証拠はなかった。このウイルスはヒトに感染しに  
くく、ヒトはかなり抵抗性を持っている。  

mai120070108．007  ProMED－  7  

寄生虫感染  連邦の研究者は、メキシコの風土病である神；隆嚢虫  
症（ブタ条虫に起因する脳感染症）が米国、特にメキ  
シコと隣接する州において、大きな公衆衛生問題に  
なっていると発表した。原因としては、国際旅行と移  
住（移民）が考えられる。1990－2002年の米国での嚢  
虫症による死亡221名の60％近くがカリフオルニア住  

民であった。その大部分の患者（187人または85％）は  
外国生まれで、137人（62％）はメキシコからの移民だっ  

た。  

mai120070212．053  ProMED－  0  

亡石草頭菌 
‾‾ 感染  mai120070223．066  ProMED－  8  Streptococcussuis髄膜炎のヒト感染例を確認した。  

健康であった59歳の男性農業従事者が髄膜炎で入  
院し、S．suis感染と判明した。S．suisはブタで重病を  

起こすグラム陽性球菌であり、ブタを扱う職業の人は  
注意が必要である。保健当局はヒトからヒトヘの感染  
のおそれはないとしている。  

レンサ球菌 感染  
ProMED－  
mai120070517．157  

3  

ProMED－  
mai120070527．170  
7  

ブタ連鎖球菌に感染したことを確認した。女性は  
2007年5月7日に発熱し、2007年5月11日に入院した  
が、重体である。この患者に旅行歴はなく、家族は全  
く症状はなかった。この症例は、2007年における最  

初のブタ連鎖球菌感染報告例である。その後、食肉  
解体業者など2名がブタ連鎖球菌に感染した。その  
地域での全3つの症例は過去8日以内に診断されて  

おり、地元で感染したと思われる。   
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概要  一般名  報告者名   

P［G PROGRESS  
2007年6月26日  

オランダではフタの40％、蚕豚家の50％が家畜の  

MRSAのキャリアであり、市場で販売されている豚肉  
の20％、鶏肉の21％、牛肉の3％から家畜のMRSAが見  

つかった。イギリスでは、動物のMRSAはまだ家畜か  
らも肉製品からも発見されていないので、ブタ、鶏、  
輸入肉の調査はおこなわれていない。オランダの科  
学者と当局は集約的な家畜の飼育で使用される抗  
生物質が、この動物のMRSAの出現、広がりの原因  
であると考えている。  

オランダや他のヨーロッパ諸国で起きている動物のメ  
チシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）による深刻な  
人的健康被害が、イギリスにまで広がる可能性があ  
る。現在、MRSAの新しい種がブタ、鶏と他の家畜に  
出現し、オランダにおいては、すでに農民や農場の  
労働者や彼らの家族に感染し、重大な健康影響を引  
き起こしている。この間題に関し、議会での質問に答  
えて、イギリスの責任大臣は懸念を退けたが、家畜  
の種類や動物の移動などを考えると、家畜のMRSA  
がオランダだけに存在しているとは考えづらく、すべ  
てのEU加盟国が各国の家畜の調査をすることが重  
要である。  

THE PIG SITE  

2007年6月26日  

イタリア  

中国  

平和物産株式会  

社   

東洋紡績株式会  
社  

‾‖‾‾  
ズ三石南扇瓦嶺画面  

滅菌済み関心術用チュー  

ブ及びカテーテル  

膜聖人工肺  
補助循環装置  

ヘパリン  

ヘパリンナ  

トリウム  

豚小腸  

豚小腸粘膜  

2007／08／08  78014  

78015  
口蹄疫  

mai120070117．022  ProMED－  4  
中国Yuen Longの養豚場でE］蹄疫が発生したが、今  
までのところ異常な死亡例は観察されていない。当  
局調査官は2007年1月10日に農場を検査し、病気の  
ブタから採取した組織検体を検査したところ、口蹄疫  
ウイルス陽性であった。農場全体の消毒ならびにブ  
タおよびヒトの移動の管理を命令した。   

2007／08／08  

8／18ページ  



生物由来成   
分名  

概要  ←原材料名   一般名  報告者名  

中国におけるロ蹄疫二開始日－2007年1月15日、ア  
ウトブレイクの確定日－2007年1月17日、報告日－  
2007年1月19日、前回の発生日－2006年11月、病因  
一口蹄疫ウイルス（血清型Asial）、新たなアウトブレ  
イクーGansu，Douchengの村（アウトブレイクの開始  

日2007年1月22日）：ウシにおいて疑い例89例，症例  
7例、処分89例、感染源一不明もしくは結論に到達し  
ていない。  

0IE Disease  
Information20（4）  

2007年1月25日  

ロ蹄疲  
中国におけるロ蹄疫－Follow－uPrePOrtNo・1：開指  

日－2007年1月15日、アウトブレイクの確定日－  
2007年1月17日、報告日－2007年1月30日、前回の  
発生日－2006年11月、病因一口蹄疫ウイルス（血清  
型Asial）、新たなアウトブレイクーXiruiang，Xinheの  

村（アウトブレイクの開始日2007年1月23日）：ウシに  

おいて疑い例25例．処分25例．ブタにおいて疑い例  
48例．処分48例、感染源一不明もしくは結論に到達  

していない。  

0IE Disease  

lnformation20（5）  
2007年2月1日  

口蹄疲  
中国における口蹄疫－FoLLow－uPrePOrtNo．5：開始  

日－2007年1月15日、アウトブレイクの確定日－  
2007年1月17日、報告日－2007年5月16日、前回の  

発生日－2006年11月、病因一口蹄疫ウイルス（血清  
型Asial）、新たなアウトブレイクーGansu，Yuzhong，  
Hong＝ugouの村（アウトブレイクの開始日2007年5月  

12日）：ウシにおいて疑い例39例、症例10例、処分39  
例、ブタにおいて疑い例32例、処分32例、感染源一  

不明もしくは結論に到達していない。  

OIE Disease  
Information  

20（20）2007年5  

月17日  

感染  中国南東部で謎の疫病でブタが死亡しているが、中  
国政府はその件に関してほとんど情報提供していな  
いと2007年5月7日に国際機関や香港は発表した。  
香港のテレビ放送および新聞はGuangdong省  
GaoyaoとYunfuで体から血を流してよろよろしている  
ブタを大きく報道した。同地域では80％のブタが死亡  
し、パニックとなった農民は病気のブタを格安で売っ  
ているとのことである。   

ProMED－  
mai120070508．147  
9  
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生物由来成  分名  

ヘパリンナ  

トリウム  

報告者名  一般名  

ヘパリン使用体内植込み  

用カテーテル  

ヘパリン使用長期的使用  
注入用植込みポート  
ヘパリン使用中心静脈用  
カテーテルイントロデュー  

サキット  
ヘパリン使用緊急時ブラッ  

ドアクセス留置用カテーテ  
ル  

ヘパリン使用体外式膜聖  

人工肺  

原材料名  

豚小腸粘膜  

原産国  

中国  

含有区分  概要  

2001年1月から2006年8月までに札幌市内の病院で  肝臓2006；  
47（SuppI3）：A538  治療を受けた急性E型肝炎14例と非E型急性肝炎20  

例を対象に、感染源および感染経路について調査を  
行った。その結果、E型急性肝炎患者14例中12例が  
発症の25～42日前に豚レバーまたは豚ホルモンを  
摂取していることが明らかになった。非E型の急性肝  
炎患者では食事歴が明らかになった18例中1例のみ  
が豚ホルモンを摂取していた。E型肝炎発症の有力  
な危険因子として豚レバー・豚ホルモンの摂食が密  
接に関連することが示された。  

レンサ球菌  
感染  

40度の発熱にて近医を受診し、同夜、ジクロフェナク  
ナトリウム座薬を使用した63歳女性が翌日、紫斑、  
発熱、起立困難、血圧低下、血小板減少、著明な代  
謝性アシドーシスを認め、その次の日死亡した。末梢  
血塗沫標本でグラム陽性双球菌およびその白血球  
貴食像が確認されたため、肺炎球菌による電撃型紫  
斑病が疑われた。血液培養検査の結果、  
Streptococcussuis（ブタ連鎖球菌）とPasture＝a  
muJtocidaが同定された。患者には家畜などによる岐  

傷歴は明確ではなく、患者家族などに同一菌による  
感染症は認めなかった。  

2007；81（Suppl）： 324  

ウイルス感  
染  

ProMED－  米匡INorth Caro＝na州Pitt郡のある農場で2006年8月  
から2007年3月の間に8000頭のブタが、ブタ生殖器  

呼吸器症候群（PRRS）で死亡した。同州ではPRRSを  
追跡していないため同州でのこの疾病の程度を決定  
することは難しいとのことである。  

mai120070407．117 1  

ガンブロ株式会社  ヘパリン使用緊急時ブラッ  
ドアクセス留置用カテーテ  
ル  

ヘパリンナ  

トリウム  
豚腸粘膜  中国  宕才ブラ了［王  

ンザ  
2007年3月29日付け、WHO更新情報によると、中国  
保健省はH5Nl鳥インフル工ンザウイルスによるヒト  
感染の新たな死亡例を報告した。安徽省在住の16  
歳男性が3月17日に発熱と肺炎様の症状を呈し、20  

日に入院し、27日に死亡した。男性が病鳥と接触し  
たことを示唆する所見はなく、曝露源を調査中であ  
る。密接接触者は医学的監視下に置かれ、全員健  
康である。中国でこれまで確認された24例のうち、15  
例が死亡している。   

所感染症情報セ  
ンター 2007年3  

月30日   
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概要  一般名  報告者名  

2007年6月4日付け、WHO更新情報によると、甲国保  
健省はWHOに対し、H5Nl鳥インフルエンザによる同  

国16人目の死亡を報告した。福建省の19歳男性が6  
月3日に死亡した。中国でこれまで確認された25例の  

うち、16例が死亡している。  

ンター 2007年6  

所感染症情報セ   月5日  

レンサ球菌  
感染  

スペイン  ブタ腸管粘 膜   ヘパリン  ヘパリン使用人工心肺用  
回路システム  
ヘパリン使用人工心肺回  
路用血液フィルタ  
ヘパリン使用チューブ接  
続用コネクタ  
ヘパリン使用単回使用人  
二心肺用熱交換器  
ヘパリン使用体外式膜聖  
人工肺  
ヘパリン使用心臓血管縫  
合補助具  
ヘパリン使用単回使用遠  
心ポンプ  

米国の科学者は北アメリカで初めて報昔された  
Streptococcussuis髄膜炎のヒト感染例を確認した。  

健康であった59歳の男性農業従事者が髄膜炎で入  
院し、S．suis感染と判明した。S．suisはブタで重病を  

起こすグラム陽性球菌であり、ブタを扱う職業の人は  
注意が必要である。保健当局はヒトからヒトへの感染  
のおそれはないとしている。  

2007／9／4  

mai120070223．066  ProMED－  8  ム・エス  

鳥インフルエ  
ンザ  

高柄腺性烏インフルエンサと新型ウイルス出：睨のロ」  

能性に関する概説である。ブタは人と鳥両方のウイ  
ルスに感受性があり、両者の交雑ウイルスが人に  
とっての新型ウイルスとなる可能性がある。また、人  
の体内でニワトリのウイルスと人の交雑ウイルスが  
生まれる可能性、あるいは直接ニワトリのウイルス  
が人に適応したウイルスに変化する可能性がある。  
H5Nl高病原性鳥インフルエンザウイルスはアジアか  
らロシア、ヨーロッパへと拡大を続け、2006年10月3  

日現在で252名、うち死亡者数は148名である。   

20：172－175  

（2007年1月20  遺伝 別冊 No．   日）  
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感染症（PT）  

ウイルス感 染  

概要  報告者名  一般名  

中国で青耳病として知られる原医l不明の疾患および  
口蹄疫によりブタが大量に死亡しており、豚肉の価  
格が高騰している。2006年半ばに1例目が発見され  

たブタ高熱病は、豚生殖器呼吸器症候群、古典的豚  
コレラおよび豚サーコウイルスの混合感染が原因と  
されている。最近2、3年の間に、ブタ高熱病と呼ばれ  
る同様の感染症が中国南部でも報告されている。微  
生物学者による詳細調査が行われる予定である。  

mai120070529．173  ProMED－  5  

インフルエン ザ  
2005－2006年に中国の8つの省でブタインフルエンザ  

ウイルスのサーベイランスを行った。その結果、初め  
て、Guangdong省の農場のブタからヒト様インフルエ  

ンザHINlウイルスを分離し、遺伝子分析を行った。8  
つの遺伝子切片は全てと卜起源であった。系統遺伝  
学的分析により最近のヒトHINlインフルエンザウイ  
ルスの子孫であることが示唆された。更に、4つのブ  
タH3N2ウイルスが分離され、Guangdong省の3株は  

最近の、Heilongjiang省の1株は初期のヒトウイルス  
に由来していた。  

Biochem Biophys 
Res Commun  
2007；356：91－96  

日本ベクトン・  
デイツキンソン抹式  
会社   

ヘパリン使用サーモダイ  

リューション用カテーテル  

ヘパリンナ  

トリウム  
ブタ小腸粘  
膜  米国、中 国及びカ ナダ  許汚ラ了［王  ンザ  

高病原性鳥インフルエンザと新型ウイルス出現の可  
20：172－175  

（2007年1月20  遺伝 別冊 No．   日）  能性に関する概説である。ブタは人と鳥両方のウイ  ルスに感受性があり、両者の交雑ウイルスが人に  
とっての新型ウイルスとなる可能性がある。また、人  
の体内でニワトリのウイルスと人の交雑ウイルスが  
生まれる可能性、あるいは直接ニワトリのウイルス  
が人に適応したウイルスに変化する可能性がある。  
H5Nl高病原性鳥インフルエンザウイルスはアジアか  
らロシア、ヨーロッパヘと拡大を続け、2006年10月3  

日現在で252名、うち死亡者数は148名である。   
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概要  一般名  報告者名  

大腸菌感染  
米国の5つの州の16の飼育】看で24ケ月間にわたり収  
集された直腸スワブ1686検体と環境検体576例につ  
いて、大腸菌0157：H7の存在を分析した。肉牛の  
3．6％、乳牛の3．4％、ニワトリの0．9％、七面鳥の7．5％、ブ  

タの8．9％の検休で同菌が検出された。生の餌の検体  
から同菌が分離されたことは、生の餌が伝播の潜在  
的なべクターであることを示す。また、同菌がブタお  
よび七面鳥飼育場で高い発生率であることが示され  
たn  

J Food Prot 
2007：70：6－10  

HEV  中国  

ブタ小腸粘 膜   
ヘパリンナ  

トリウム  
ヘパリン使用人工心肺用  
回路システム  
ヘパリン使用体内植込み  
用カテーテル  

2007；14：310－  JViralHepat  317  
株式会社ウベ循  
研  タ、ヤギ、ニワトリ、ヒツジおよび水牛の血液検体を  

入手し、抗HEVIgGの有無を調べた。ブタ200検体の  
大部分、ヤギ86検体の全てが抗HEV反応性を示し、  
阻害試験でHEV特異性が確定された。その他の動物  
種では抗HEV反応性はみられたが、特異性は確定で  
きなかった。ブタ210頭、子豚94頭およぴヒツジ37頭  
の糞検体中のHEV－RNAをRT－PCRにより調べたが、  
1例のブタ検体で検出されただけであった。その遺伝  
子配列はヒトHEVと76－79％のヌクレオチド相同性しか  

なかった。  

デング熱  2004年8－10月に中国Ningboでデング熱のアウトフレ  

イクが起こり、報告された83例中68例が確定された。  
2例からデングウイルスセロタイプー1が分離された。  

アウトブレイクはタイから戻った旅行者に関係してお  
り、遺伝系統学的分析によりNingbo分離株はタイ由  
来株に密接に相関していた。無症候性住民における  
特異的IgGの保有率が流行地域では対照地域に比  
べ有意に高かった。高密度のヒトスジシマカの発生  
がウイルスの急速な拡散の原因であった。   

AmJTrop Med  
Hyg2007；76：  

1182－1188  
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生物由来成  分名   ヘパリンナ トリウム  

概要  一般名  

西海送高塑崖菜高謹天裏  
②その他の外科・整形外  
科用手術材料（涙液・涙道  

シリコンチューブ）  

③滅菌済み血管診断用  
チューブ及びカテーテル  
④滅菌済み体内植込み  
チューブ及びカテーテル  
⑤合成樹脂製人工血管  

、原材料名  

豚腸粘膜  

受理日  

2007／9／14  

報告者名  

東レ株式会社  

日本シャーウッド  
‾  

弓古手テニ首酎酌玩商  
脈用カテーテル  
ウロキナーゼ使用胸部排  
液用チューブ  

ウロキナーゼ使用緊急時  
ブラッドアクセス留置用カ  
テーテル  

ウロキナー ゼ  

ヒト尿  
中華人民  
共和国  株式会社  

変異型クロイ  
2007／9／20  トノクラ医科工業  

ヘパリン使用人二心肺用  
回路システム  

ヘパリン使用大動脈カ  
ニューレ  

ヘパリン使用体外式膜聖  

人工肺  

ヘパリンナ  

トリウム  
豚小腸粘膜  アメリカ合  

衆国  
FDA／CBER  

2007年3月15日   む血渠由来の血液凝固因子および免疫グロブリン  
やアルブミンのような他の血渠由来製品のレシピエ  
ントにおけるvcJDリスクに関する懸念が挙がってい  

る。これに対し．米FDAはリスク評価を行った。この  
評価に基づいて，USPubIicHealthServiceは，正確  
なリスクは分からないが．米国で承認されている第8  

因子を投与されている患者へのvqJDt」スクは非常  

に低く、その他の血祭由来製品（第9医Ⅰ子を含む）の  
vCJDリスクは同程度か更に低いとしている。本ウェ  
ブページに．FDAの評価関連資料．ガイダンスなどが  

掲載されている。   

株式会社  
ツフェルト・ヤ コブ病  
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概要  報告者名  

フ ル工ンザウイルス  米国における低病原性トリイン   OIE  
http：／／www．oie．in  

t／wahid－  

prod／pubIic．php？  

page＝single＿rePO  
止＆pop＝1＆repo「tj  

d＝5778  

（血清型H5Nl）：アウトブレイクの開始日－2007年7月  

7日、確定日－2007年7月20日、報告日一2007年7月  
23日、前回の発生一2007年4月3日、新たなアウトブ  
レイクーVirginia．Shenandoah，ShenandoahCounty  

の農場：トリにおいて疑い例54000例′処分54000例、  
感染源一不明もしくは結論に到達していない。  

サルモネラ  FDAは、カメはサルモネラの目然宿王であり、刀メと  
接触すると、乳幼児、小さな子供および免疫系に障  
害のある大人に、時に重大な病気を起こすことがあ  
ると注意を喚起した。最近、フロリダで4週令の乳  
幼児がSalmone＝a pomonaに感染し死亡した  
が、同菌は飼っていたカメから検出された。サルモネ  
ラ菌はカメの皮膚や甲羅から検出されるので、カメに  
触れた後は手をよく洗うことが重要であると親や保育  
者に注意している。米国ではカメに関連したサルモネ  
ラ症は年に74000例と推定される。  

mai120070409．118  ProMEDT  2  

狂犬病  
カナダAlberta州においてヒトの苛王大病症例が確認さ  
れた。EastCentralHea肘1Region出身の男性は2006  
年の夏にコウモリに唆まれ．狂犬病の暴露後治療を  
受けなかった。患者は病院に入院しており重症であ  
る。ここ5年間．Albe止a州において少数のコウモリが  

狂犬病陽性の検査結果であった。同州で報告された  
狂犬病ヒト症例は1985年以来である。   

Public Health  
Agency of 
Canada／1nfectiou  
s Diseases News  
Brief2007年3月9  

日  
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報告者名  一般名  
感染症（PT）  

ロ蹄疫  

概要  

英国MHRA  
http：／／www．mhra．  
gov．uk／home／idc  
Plg？IdcService＝S  
S＿GET＿PAGE＆us  
eSecondary＝true  
＆ssDocName＝C  

ON2032027＆ssT  
argetNodeId＝387  

美MHRAは．DEFRA（Department for Environrnent，  
Foodand Rura‡Affajrs）との詳細な協言義により，口蹄  

疲のアウトブレイクへ対応するため実施される規制  
が．ウシ，ヒツジ．ブタ，ヤギおよびその他の偶蹄類  

（biungulates）由来物質を含有する医療機器の供給  
に及ぼす影響はごく小規模であることを確認した。  
2007年7月15日以降の英国産のウシ等の動物由来  
物質含有機器の輸出に関わる禁止事項のみが現在  
実施されており，これはImport and Export  
Restrictions（Foot and Mouth）ReguIations2007に  

記載されたその他の免除の影響を受けない。  

エドゥーズライフ  
サイエンス株式会  
社   

ヘパリン使用静脈用カ  
テーテルイントロデューサ  
ヘパリン使用サーモダイ  

リューション用カテーテル  
ヘパリン使用バルーン付  

ペーシング向け循環器用  

カテーテル  
ヘパリン使用中心静脈用  
カテーテルイントロデュー  

サキット  
ヘパリン使用体外式ペー  

スメーカ用心臓電極  
ヘパリン使用単回使用遠  
心ポンプ  

ヘパリン使用大動脈カ  
ニューレ  

ヘパリン使用人二心肺用  

回路  
ヘパリン使用人二心肺回  

路用血液フィルタ  
ヘパリン使用人工心肺用  

貯血槽  

ヘパリンナ  

トリウム  
豚小腸粘膜  中国、米 国、カナダ  

口蹄疫  
中国におけるロ蹄疫－FoIJow－UPrePOrtNo，5：開始  

日－2007年1月15日、アウトブレイクの確定日－  
2007年1月17日、報告日－2007年5月16日、前回の  

発生日－2006年11月、病因一口蹄疫ウイルス（血清  
型Asjal）、新たなアウトブレイクーGansu，Yuzhong，  

Hongliugouの村（アウトブレイクの開始日2007年5月  
12日）：ウシにおいて疑い例39例、症例10例、処分39  

例、ブタにおいて疑い例32例、処分32例、感染源一  
不明もしくは結論に到達していない。   

Information  

01E Disease  20（20）2007年5 月17日  
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生物由来成  分名  
概要  出典 原産国  

イタリア、  

中国  

般名   

ヘパリン使用単回使用遠  
心ポンプ  

ヘパリン使用冠動脈濯流  

用カテーテル  
ヘパリン使用心室カ  

ニューレ  

ヘパリン使用人工心肺回  

路用血液フィルタ  
ヘパリン使用人二心肺用  

貯血槽  
ヘパリン使用体外式膜聖  

人工肺  
ヘパリン使用大静脈カ  
ニューレ  

ヘパリン使用大腿動静脈  
カニューレ  
ヘパリン使用大動脈カ  
ニューレ  

ヘパリン使用汎用吸引用  

カテーテル  

報告者名  

マッケ・ジャパン株  

式会社  
受理日    2007／9／27   

ブタ腸粘膜  
ヘパリンナ  

トリウム   

2007年7月25日、中国農業省は、2007年7月1日から  
7月22日に11省32郡で22634頭のブタが感染し、6433  
頭が死亡し、15728頭が処分されたと発表した。2007  
年1月1日から7月22日では、25省で165144頭のブタ  

が青耳病に感染し、そのうち45546頭が死亡し、  
42728頭が処分された。中国のほぼ全域が高病原性  
PRRS（ブタ生殖器呼吸器症候群）すなわち青耳病の  
影響を受けた。  

mai120070725，239  ProMED－  4  

レンサ球菌  
感染  

2007年5月26日付けSouthChinaMorningPostによ  
ると、香港の肉販売業アルバイトの54歳男性がこの  
地域で1ケ月以内で3人目のブタレンサ球菌犠牲者と  
なった。中国本土では2005年アウトブレイク以降、報  
告例はない。香港では2006年に8例報告されている。  

mai120070527．170  ProMED－  7  

レンサ球菌  
感染  

2007年7月25日、地方当局は中国南部のShenzhen  
市の49歳男性がブタレンサ球菌感染と診断されたと  

発表した。感染経路は不明であるが、当局は肉製  
品が疑わしいとしている。同市のブタでは病気は流  
行していない。2005年にはSichuan省では同伝染病  
で37人が死亡し、250人以上が感染した。   

mai120070726．241  ProMED－  1  
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概要  
感染症（PT）  

鳥インフルエ ンザ  

報告者名  

中国l＝おけるトリインフルエンザの状況（update3）：  

中国衛生省は同国で16例目のH5Nlトリインフルエン  

ザウイルスによる死亡例を報告した。症例はFしUian  
省に駐留していた19才の兵士で、6月3日に死亡し  
た。中国での確定例は25例で、うち16例が死亡して  
いる。  

WHO／CSR2007  

年6月4日  

2006年末に中国上海郊外の養豚場で育ったブタで  
初めてジェノタイプ3のHEVが同定された。上海の養  
豚場のブタのHEV感染率を正確に調べるため、上海  

郊外10地区の37の養豚場からブタの糞検体426例を  
集め、RT－PCRによりHEVRNAの有無を調べた。そ  
の結果、‖1例がHEV陽性であり、地区別のHEV感  
染率は0－41．7％であった。32検体をシークエンスした  

ところ、22例はジェノタイプ3に、10例はジェノタイプ4  
に属していた。   

Vet MicrobioJ  
2007Ju17  
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